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蓮
沼
殿
下
に
大
き
な
汐
入
の

池
の
ほ
と
り
の
水
荘
に
、
昭
和
一

五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
亡
く
な

る
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
ま

で
少
女
小
説
・
童
謡
作
家
の
北

川
千
代
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

千
代
が
暮
ら
し
て
い
た
水
荘

は
地
元
の
網
主
で
あ
る
小
川
新

兵
衛
氏
が
書
斎
と
し
て
建
築
し

た
も
の
で
し
た
。

　

新
兵
衛
氏
は
漁
業
経
営
の
か

た
わ
ら
詩
歌
の
実
作
に
取
り
く
み
、

か
ず
さ
俳
句
会

初
音
聞
き

　

生
き
る
勇
気
を
貰
い
け
り

有
田　

千
鶴

静
か
さ
や

　

芽
吹
き
の
音
の
聞
こ
え
そ
う

石
橋　

三
鈴

山
桜

　

老
木
な
れ
ど
凛
と
し
て

石
橋
千
枝
子

蒲
公
英
や

　

野
に
咲
き
強
く
た
く
ま
し
く

石
橋
ゆ
り
子

永
き
日
の

　

イ
ル
カ
の
芸
に
拍
手
し
て

宇
井
冨
美
子

ふ
り
返
る

　

山
並
み
に
映
ゆ
八
重
桜

小
川　

茂
子

熱
燗
や

　

さ
あ
さ
あ
赤
鬼
青
鬼
ど
ん

斉
藤　

利
治

花
ま
た
花

　

火
と
ま
た
人
の
上
野
か
な

林　
　

哲　

も
て
な
さ
る

　

薄
茶
一
服
初
桜　
　

川
島　

隆　

春
愁
や

　

一
病
癒
え
て
余
命
知
る　

向
後　

寛　

与
謝
野
鉄
幹
が
主
宰
す
る
東
京

新
詩
社
の
機
関
誌
「
明
星
」（
一
九

〇
〇
年
創
刊
）
の
有
力
同
人
で
し

た
。
こ
の
関
係
に
よ
り
、
鉄
幹
・

晶
子
夫
婦
は
新
兵
衛
氏
が
書
斎

と
し
て
建
築
し
た
水
荘
を
借
り

受
け
て
、
時
々
来
遊
し
、
散
策
を

楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

水
荘
は
与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
名
義

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
一
五
年
に
こ
の
水
荘
が

売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

新
聞
で
知
っ
た
千
代
は
二
五
〇

〇
円
で
購
入
、
以
後
世
田
谷
弦
巻

と
蓮
沼
を
往
復
す
る
生
活
に
な

り
ま
し
た
。

　

北
川
千
代
が
蓮
沼
に
移
住
し

た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し

た
。

　

次
は
北
川
千
代
の
生
い
立
ち

を
お
話
し
ま
す
。

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
六

月
一
四
日
、
埼
玉
県
大
寄
村
（
現

深
谷
市
）に
生
ま
れ
る
。

　

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
東

京
の
三
輪
田
高
等
女
学
校
に
入

学
、
病
弱
で
三
年
で
中
途
退
学
。

　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）「
少

女
世
界
」
に
応
募
し
た
小
説
「
友

情
」
が
入
選
し
、
作
家
を
志
す
。

　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
プ
ロ

レ
タ
リ
ヤ
作
家
江
口　

渙
（
小
林

多
喜
二
葬
儀
委
員
を
務
め
る
）
と

結
婚
、同
一
一
年
に
離
婚
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
社

会
運
動
家
（
足
尾
銅
山
ス
ト
ラ
イ

キ
の
指
導
者
）
高
野
松
太
郎
と
再

婚
、
同
一
八
年（
一
九
四
三
）松
太

郎
死
去
。

　

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
十

月
一
四
日
死
去
、
告
別
式
は
東

京
・
世
田
谷
区
の
九
品
仏
浄
真

寺
開
山
堂
で
と
り
お
こ
な
わ
れ
、

葬
儀
委
員
長
は
市
川
房
枝
が
務

め
た
。

　

代
表
作

品

は
『
世

界

同

盟
』

『
絹

糸

の

草
履
』『
山

上

の

旗
』

『
お

母

さ

ん
を
売
る

店
』
等
が

あ
り
ま
す
。

　

翻
訳
で
は
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』『
家

な
き
子
』『
み
つ
ば
ち
マ
ー
ヤ
の

冒
険
』
等
が
あ
り
ま
す
。
最
後
の

翻
訳
は
七
〇
才
で
『
み
つ
ば
ち

マ
ー
ヤ
の
冒
険
』で
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
は
読
ん
だ
作

品
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

北
川
千
代
展
は
オ
ラ
イ
蓮
沼
で

展
示
し
て
い
ま
す
、
是
非
一
度
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
古
文
書
講
座 　

　

日　

時　

６
月
17
日


　
　
　
　
　

２
時
～
４
時

　

場　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ

　
　
　
　
　

く
プ
ラ
ザ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
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